
【栃尾市に救援物資を緊急輸送】
三鷹市が支援を行った新潟県栃尾市は、当市の友好都
市・山形県白鷹町の姉妹都市で、長岡市に隣接していて、
死者こそ出ませんでしたが、アクセス道路はほぼ全滅、
陸の孤島状態となりました。
10月25日朝、市では栃尾市から要請を受けた食料、飲
料水、毛布などの物資を調達、午前11時に市役所を出発
しました。
高速道路をはじめ、道路の不通が多く、交通が分断さ
れていたため、中央道、北陸道を経由、9時間近くをかけ
て現地に到着しました。
栃尾市としては最初の支援隊ということで、三鷹市の
物資は出迎えたみなさんの手で即座に現地体育館に搬入
されました。
この日、現地に向かったのは津端助役以下防災、建設、
環境、水道部門の職員9人で、26日夜、被災直後の状況
を確認しながら帰庁、生の情報と緊張を持ち帰りました。
市ではその後、10月29日～31日に建築関係職員の派遣
を行いました。
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か
し
て

台風による被害の記憶も冷めやらぬ10月23日に発生した新潟県中越地震は、自
然災害の恐ろしさを改めて私たちに教えてくれました。
三鷹市では10月25日に新潟県栃尾市に救援物資と職員を派遣、現地での貴重な
情報を持ち帰りました。
災害は時として想像を超えた災禍を私たちにもたらしますが、備えをしておく
ことで確実に被害を減らすことができます。これを機に「我が家の防災対策」を
再点検してみませんか。

e防災課1内線2284

【ご利用を、
こんな市の防災制度】
◆高齢者家庭への家具転倒防止金具などの
取り付けサービス 65歳以上の高齢者だ
けの世帯や障害者のいる世帯で、金具を
取り付けることのできる方がいない家庭
に家具などを固定するサービスを行いま
す。
e高齢者支援室1内線2627・障害者
福祉係1内線2618
◆生垣助成制度 道路に面した場所に新た
に生垣を作る場合、既存のブロック塀な
どを生垣に変える場合、生垣を保存管理
する場合などにかかる費用の一部を助成
しています。
助成を受けるには条件がありますの

で、必ず事前にお問い合わせください。
e緑と公園課1内線2835

◆木造住宅の耐震診断・改修への助成 既
存の木造住宅の耐震度を調べ、補強する
方に助成します（2面に紹介記事）。

市内備蓄の物資の積み込み

市長の激励を受けて出発

至るところで建物被害が

※撮影はすべて三鷹市職員

〈2面に関連記事〉

甚大な道路被害（栃尾市内の国道）

◆支援物資の内容
毛布 870枚／飲料水１ パック2000袋
アルファ米（米飯、粥）1500食／防水シート120枚
粉ミルク 96缶／ほ乳瓶 60本／ごみ袋 1000枚
そのほか、トイレットペーパー、ティッシュペーパーなど
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【関連26機関と防災連携訓練を実施】
災害対策本部の初動態勢の確立と、災害時応援協定団
体との連携を強化する目的で、11月20日Gに初の関連機
関団体相互の連携訓練を実施します。
この訓練には、警察署・消防署・消防団・ライフライ
ン機関、医療・保健機関のほか、建設業協会・トラック
協会・自動車整備振興会・管工事組合・農協・商工会、
市内の大学や学校、企業など、市と応援協定を締結して
いる26機関が参加し、情報連絡訓練、災害医療対策訓練、
避難所開設・運営訓練などを行います。

※防災協定 三鷹市では、災害が起こったときに、相互
に支援しあう協定を姉妹都市などと、また迅速な救
助・支援活動を行う協定を民間の企業、団体と結んで
います。


